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線 引 き 後 の 状 況　　 』

市街化調整区域
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市街化区域や既存集落内等へ新しい建築物が集約され、既存の公
共施設が有効利用される。

※公共施設＝・道路、下水道、排水施設、公園、公共交通など
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①既成市街地の基準（人口密度）

現行の熊本都市計画区域では、既成市街地にか
かる目標人口密度86人／haのエリアを市街化区
域としている。
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3町については、人口密度が不足しているため、
熊本都市計画区域から切り離して、最低基準40
人／haを適用する必要。
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①既成市街地の基準
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コ　集団農地払姓で、次のいずれかに率当するもの（都市
計画法施行規則）

L（1）50ha以王の概ね整形の土地で、人口奔度が40
人／ha以上となる地域で、人口3000人以上

L（2）上記の地域に接続している概ね50ha以下の整形
の土地で、建監物幽鮎十が3分の1以上
となる地域
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富合地区の既成市街地（1）
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（1）50ha以下の概ね整形の土地で、人口密度が
40人／ha以上となる地域で、人口3000人以上

L＝　現行の用途地域（111．3ha）全体を50ha毎に
区分して、人口密度を算定中（用途地域全体の
人口密度は17．4人／ha）。

□　ただし、50haの区分した土地の中で、5ha以上
の未利用農地については、開発計画を求められ
ることから、現況を調査中

富合地区の既成市街地（2）
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（2）（1）の地域に接続している概ね50ha以
下の整形の土地で、建築物の敷地の面積
の合計が3分の1以上となる地域への該当

主に工業用途地域で該当する。



市街化区域の拡大について

市街化区域を現行の用途地域から拡大
する要望について

［＿j　用途地域内に相当な未利用農地が存在し、
まずはそこに開発の誘導を図る必要。

［一二・農地保全の点から、エリアの拡大について
の国との協議は極めて困難。



土地区画整理事業地域及びそ
の周辺の取り扱い

コ　現在の人口密度が17．4人／haと大幅に不
足しているため、土地区画整理事業の施
行が確実でないと人口密度要件を満たさ
ない。

［］中心市街地土地区画整理事業について
は、現時点で事業の確実な完了が担保さ
れることが必要。

市街化調整区域について
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亡コ
指 定 幹 線 道 路 沿 い で 建 て られ る もの 日

（例 ） 』

市街化調整区域

弼 訂畿警告諾わ
国連横道等め幹線道路乳 時季を受鱒たもの

影 ／濫誓荒 El
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【
集落内開発制度について

コ市街化調整区域の指定集落内において、建
築制限を緩和するため、平成22年4月1日
から条例を施行

：一一・条例により、区域の指定基準と建築可能な
用途について規定

「＿　合併3町については、線引きと同時に制度導
入
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建築可能となる用途

戸 建 て 住 宅 共 同 住 宅

人 的 要 件 を 廃 し 、誰 で も 建 築 が 可 能 と な る 。 1 戸 の 床 面 積 5 0 ポ 以 上
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地 区 計 画 に よ る 大 規 模 開 発 に つ い 『

て　　　 こ封

こ 基 準 を満 た す 地 域 で 、5 0 0 0 nて以 上 の 住
宅 団 地 、1 h a 以 上 の 工 業 団 地 が 可 能

：二・市 が 士地 区 計 画 を 決 定 し、これ に 基 づ き 開

発 許 可 を 受 け る こととな る

（住居系）
市街化区域に隣接もし
くは近接して50 00 n†

市街化調整区域

泣空海廃液廃滅浅学
（非住居系）

以上 指定した幹線道路沿いで、
111a以上
製造業の工業団地が可能

指定幹線道路
】
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富合町における主な要望
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［二二富合地区において市街化調整区域となる
可能性が高い地域についての取り扱い

・新幹線総合車両基地周辺

・JR鹿児島本線富合新駅周辺

・富合工業団地の取り扱い

［
新幹線車両基地周辺の取り扱い

［
〔
＝
・
＝
。
。
日
日
。
日
日
』

二　幸両基地を工業系の市街化区域にすれば、そ
の代替として現行用途地域内の未利用農地が
市街化区域から除かれる可能性。⇒　市街化調
整区域で検討

【・二　国道3号線沿線に
㍍
業

で 飲食店、ガソ
通流模規大や設

非住居系地区計画の指定路線

る こと

施スビ

ヽでとこるすと 地

区計画による製造業の工業団地の開発が可能
※ただし、農地については農地転用が可能な土地のみ該当。

13



JR富合新駅周辺の取り扱い
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こ］区画整理事業予定地及びその周辺が市
街化区域となれば、隣接地として3号線
側から地区計画による住宅団地の開発
が可能

※ただし、農地については農地転用が可能な土地のみ該

当。
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